
現勤務校は上位進学校ということで，基本的な

英語の知識を持っている生徒が多い。だが，まと

まった量の英文を書かせると，まとまりのない文

章になってしまうことがある。本稿では，

Genius I を用いて教科書の英文の内容を理解し

たあとのポストタスクとしてのプロジェクトを紹

介する。

【プロジェクト設定のねらい】

本プロジェクトには，教科書本文にある水不足

の問題（Lesson8）に対して，解決方法を説明す

るタスクがある。この説明を書く際に，ディベー

トの議論の枠組みを利用し，まとめるように計画

した。

また，プロジェクトを通じて，読んだ内容を理

解するだけでなく，その解決方法を考えることに

よって，知識を内在化させることを狙いとした。

特に，内容，文法，タスクの３つを有機的に組み

合わせることに留意した。

本文の概要

・Lesson 8Water Crisis
 

Part1では，様々な要因から途上国のみなら

ず先進工業国においても水不足が問題になってい

ることなどを，いくつかの具体例を元に紹介して

おり，世界規模で問題解決に取り組む必要がある

と述べている。続くPart2では，食品を作る際

に必要となるvirtual waterの概念について，牛

丼などを例にとり説明している。また，これら食

品輸入が途上国に負担をかけていることについて

も触れている。Part3では，食糧自給の観点か

ら日本が水を海外に依存していることについて説

明している。最後のPart4では，水資源確保の

ための方策の１つとして，日本の持つ淡水化技術

を紹介している。特に今回の改訂版では，原発事

故での汚染水問題など，最新の時事問題などに関

連した内容に書き変えられており，興味深い。

授業の進め方

1) 問題の設定

教科書の内容を振り返るため，本文に書かれて

いる水問題の原因となっている事柄について，ワ

ークシートで提示する。（例：climate change,

the rapid increase in the world’s population,

poor water management, virtual water, con-

taminationなど）

2) 解決方法について考える

これらの中から問題を１つ選び，その解決方法

について説明する。教科書のProjectでは，世界

の水不足に対して個人的にできることを３つ書き

出す設定がある。日本の１人の高校生として現実

的にできることは限られるため，「水道の水を流

し放しにしない」ことや，「お風呂の水を再利用

する」などの内容が出てくることが予想される。

そこで本課の文法事項として扱われている仮定法

過去を利用し，さらにもう一歩踏み込んだ状況設

定として，If you were the prime minister of
 

Japan,what would you do?という問いかけを設

定した。この設定により，現実的には難しくても

様々なアイデアを自由に提示することが可能にな

った。

より使いやすくなった英語教科書改訂のポイント
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3) 議論の枠組みに合わせて説明する

「～について述べなさい」とだけ言

われると，どのように説明したらよい

のか分からない生徒も多い。また，脈

絡なく自分の考えを書き続け，結果と

して指定された内容とずれていること

もある。そのため，今回のプロジェク

トで解決のための方策を提示する際

に，ディベートなどで用いられる議論

の枠組み（Present Situation― Link

― Importance）を用いて説明するよ

うに指示を与えた。

まずPresent Situationとして，現

状にどのような問題が存在するのかを説明する。

生徒は教科書本文などを元に説明することにな

る。記入欄は３行しかないため，行数に合うよう

に要約することが問われるかもしれない。次に

Linkである。問題に対してどのような対策（計

画）を立てるのか，首相になったつもりで考え

る。方法がどのように問題解決につながるのかを

分かりやすく説明する必要がある。最後に

Importanceについて述べる。問題を解決するこ

とによって，誰がどのくらい利益を得るのかなど

について，説明する。

このような枠組みを与えることで，書き手側は

どのような手順で説明するのかを明確にすること

ができる。また，聞き手側も問題が何なのか，

様々な解決方法ごとにどのような利点があるのか

を比 することが容易になる。

作品の発表

今回のProjectでできた作品については，グル

ープ内でのプレゼンテーションを行った。６人程

度のグループに分かれ，１人ずつ自分のプランを

口頭で説明する。「首相ならば」という設定なの

で，選挙公約さながらである。全員のプレゼンの

あと，グループ内で最も良かった作品について投

票を行った。また，作品は，事後にポスターにし

て他のグループの生徒も見られるようにした。

生徒の作品から

本プロジェクトを通じて，生徒は水問題を自ら

の問題と捉えて真剣に議論する様子が見られた。

例えば作品例１では，本文で提示されていたvir-

tual waterの問題は日本の食糧自給率が低いこ

とに起因することに気づき，自ら食料を作ること

で自国のみならず他国の利益にもなると述べてい

る。また作品例２では，水の管理の問題解決には

日本の水道技術が役に立つと考え，本文を参考に

ロンドンの漏水の修復をすべきだと主張した。

このように，生徒は非常に柔らかい切り口で問

題解決の方策を考えることができた。生徒がお互

いのアイデアを出し合うことで，最後まで興味を

持って英語を用いたコミュニケーションを行うこ

とができた。

＊

Genius English Communication I は非常によ

く構成された教科書である。しかし，どんなによ

い教科書であっても，最後は各教師が目的に応じ

てアレンジしていくことが大切である。これから

もCriticalかつCreativeな視点で教材を発展さ

せていきたい。

（やの けん・茨城県立水戸第一高等学校教諭)
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作品例２

作品例１
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